



























































































































11 前掲 法令用語研究会『法律用語辞典』（第 4 版）、p.978
12 小学館国語辞典編集部『精選版日本国語大辞典』第 3 巻、小学館、2006、p.373



























































































































































































































































































































































































































































































































81『美術手帖 monthly art magazine』25（375）、美術出版社、1973、p.20-21
82 前掲 坂本佳鶴恵『＜家族＞イメージの誕生―日本映画にみる＜ホームドラマ＞の形成』、p.53












































































第四章は『こころ』論である。1955 年版、1973 年版、そして 2012 年版において、まず、
1955 年版に描き出された現在の世界における先生と妻の静との夫婦関係を明らかにし、そ
れから、三つの映画版に描き出された過去の世界における先生と結婚する前の静、静の母






族の物語として作り出された翻案映画の時代的要請を 1930 年代、1940 年代、1950 年代、





























































影響力が強調されている。また、図 1 と図 3 において、細君の顔をはっきりと映すことに
より、強い個性を与えているのではないだろうか。




















































図 4 図 5
図 6 図 7
個人空間を強調する（1975 年版）


































図 8 図 9




















図 12 図 13





































113 前掲 夏目金之助『漱石全集第一巻 吾輩は猫である』、p.6
114 前掲書、p.7























































図 19 図 20














































図 23 図 24
図 25 図 26
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図 42 図 43
図 44
主導的な苦沙弥（1975 年版）




































図 48 図 49































図 53 図 54
図 55 図 56




























































































































入ってきた理由を聞きながら、彼の傍に座り込む（図 66）。図 65 と同じ構図に入った雪




137 前掲 夏目金之助『漱石全集第一巻 吾輩は猫である』、p.258
53
図 62 図 63
































いる顔の表情に注目させる（図 72）。図 68 における呆然としている表情より、図 72 にお
ける表情は凛としている。
55
図 67 図 68
図 69 図 70























図 77 では、細君の POV ショットで、同じくロングショットで雪江と苦沙弥の姿を撮る。二













図 76 図 77





















図 80 図 81






















図 84 図 85
60
図 86 図 87










れ」139（旧第 14 条-18 条）、「妻ハ婚姻ニ因リテ夫ノ家ニ入ル」（旧第 788 条）、「夫ハ
妻の財産ヲ管理ス」（旧第 801 条）、夫に従い、夫の一方的支配のもとで妻は従順するべ
きだという男尊女卑で、夫婦不平等の規定が定められた。つまり、戦前の家族関係におけ






























































































































おける坊ちゃんと清との擬似的母子関係を検討する。『坊っちゃん』は 1906（明治 39 年)、














の作品、1953 年の丸山誠治監督の作品、1958 年の番匠義彰監督の作品、1966 年の市村泰
























































































































































図 93 図 94
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図 108 図 109
























































































図 117 図 118
170 前掲 松田政男、高田純「前田陽一監督の「坊っちゃん」」『キネマ旬報』717（1531）、p.146
85


















































































図 128 図 129






















































































図 142 図 153
図 144 図 145







































































実は、五つの映画版の中で、1935 年版と 2016 年版の二つしか、東京での坊ちゃんと清
との再会を描いてはいない。1953 年版では、清の体の不調がほのめかされており、坊ちゃ
んと清が別れる時、二人は川の両側に配置される。これによって生と死という二つの世界




えば、1935 年版と 2016 年版において描き出された、坊ちゃんと再会した清は、他の三つ
の映画版にない清である。この清はどのような特徴を持っているのか。これに続けて、今






































































図 159 図 160
聖母としての清（2016 年版）





















































































































































1960 年代に入ると、日本社会は高度経済成長期を迎え、とりわけ、1965 年 11 月から 1970





























































































































































平成時代になると、2015 年は漱石没後 100 年であり、2016 年は漱石誕生後 150 周年であ



























211 Hochschild Arlie Russell, The Time Bind: When Work Becomes Home and Home Becomes Work [M],
New York: Metropolitan Books, 1997, p.63



























































（旧第 964 条）、それに対して、「遺産相続ハ家族ノ死亡ニ因リテ開始ス」（旧第 992 条）。家督相











































図 163 図 164
図 165 図 166
117







































図 170 図 171
図 172 図 173



































219 渡辺美樹「藤尾と紫色のイメージ」『日韓学術交流会第 2 号』名古屋大学大学院国際言語文化研究科
プロジェクト日韓学術交流会、2015、p.179












































図 176 図 177
123
図 178 図 179


























図 186 図 187
図 188 図 189
























図 192 図 193
221 武田信明「「小説」の構築―『虞美人草』論」、前掲『漱石研究第十六号 虞美人草』、p.129
127
図 194 図 195




















































図 198 図 199
図 200 図 201
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図 204 図 205
図 206 図 207






















図 210 図 211
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図 212 図 213























































































図 220 図 221
図 222 図 223
223 前掲 北田幸恵「男の法、女の法―『虞美人草』における相続と恋愛」『漱石研究第十六号 虞美人
草』、p.68
138















（図 228）。注意すべきなのは、図 227 における欽吾の真正面と異なり、図 228 における
藤尾はカメラを背けていることである。つまり、欽吾を隠して金時計を小野にあげると同
時に、藤尾は欽吾の裏に自分の考えがあり、自分のために計画するのである。その後、カ









図 226 図 227













































図 230 図 231
図 232 図 233











その後、藤尾はまた清姫と安珍 224の年齢を聞く（図 240 と図 242）。小野はまた彼女の


















図 236 図 237
図 238 図 239
図 240 図 241
































図 244 図 245
図 246 図 247
図 248 図 249
























意味する図 234 と対照し、図 256 は終わりのショットとして表れる。
147
図 252 図 253












総じて言えば、母に注目する 1935 年版と、藤尾に注目する 1941 年版という二つの映画
版では、女性の地位に重視することが分かる。それは戦前、「家庭を中心として女性向け
の映画作り」226が特色である。だからと言っても、前後六年を隔てて、作り出された二つ



































此限ニ在ラス」（旧第 772 条 1 項）という規定により、女性は親の承諾した者と結婚しな
ければならなかった。藤尾の場合、「父母ノ一方カ知レサルトキ、死亡シタルトキ、家ヲ
去リタルトキ又ハ其意思ヲ表示スルコト能ハサルトキハ他ノ一方ノ同意ノミヲ以テ足ル」
































































































































する。『こころ』は三回映画化されたことがある。表 1 にあるように、それぞれ 1955 年の
















削られた 1973 年版にせよ、「私」の代わりに先生の遺書の対象が妻と置き換えられた 2012 年版にせ
よ、映画の大半は先生の過去の経験を描くものである。
245 原作は初出紙である『東京朝日新聞』（1914.4.20-8.11）から初刊（岩波書店、1914.9）に至って、

































































































二回（図 259 と図 263）格子戸の真ん中に挟まれたかのように配置された先生からは、い
かにも生活や過去に苦しんでいることが想起されるだろう。そして、このような構図はこ
れからの夫婦喧嘩にまで影響を及ぼしていく。
図 257 図 258
図 259 図 260
251 長谷部慶次「『こころ』と私」、前掲『映画で見る日本文学史』、p.67
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図 264 図 265

































図 268 図 269






























図 272 図 273





























図 277 図 278







































図 281 図 282
図 283 図 284


































図 287 図 288

























そして、最後の図 294 が示したように、カメラは図 293 よりさらに彼女に近付き、ミディ
アム·クロースアップで静の涙を浮べている顔の表情を映す。
図 291 図 292




























































図 300 図 301
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図 302 図 303
K が来る前―「真面目」な家（1973 年版）


























図 304 図 305
















図 308 図 309



























































































図 319 図 320






































である奥さんの立場を描いている。20 年後に制作された 1973 年版においては、K の存在に
よって家族関係はどのように変化するのだろうか。
K が来た後―「策略家」の御嬢さん（1973 年版）

































図 326 図 327
蓼科山から帰った後、S と御嬢さんの性格は変化し、二人の関係もより親しくなる。あ
る日、先生が外から帰ると、S の部屋から S と御嬢さんの笑い声が聞こえてくるのに気づ
く。図 328 が示したように、ミディアム·ロングショットで撮られた先生は、S の部屋の外
で一旦足を止めて、中の様子を探っている。彼は S の部屋に入らず、隣の自分の部屋に入
184
ってで S に挨拶する。すると、御嬢さんは先生の部屋の戸を開けるのではなく、S の部屋
から出てきて、廊下側から先生に声だけを掛ける。同じミディアム·ロングショットで、
先生をわざと避けようとする御嬢さんの姿が撮られる（図 329）。この場面から、御嬢さ
んは先生よりも S と親しくしていることが分かる。その後、カメラは開いた構図で、S を
疑うように見ている先生の姿を撮る（図 330）。観客に臨場感や現実感を与えると共に、
先生の疑いやすい性格を表している。実は、この疑っている目付きは、後に御嬢さんを見
る時にも現れる。S との恋愛の場を先生に目撃された後の御嬢さんは、小説や 1955 年版で
は先生と視線を交わすことはないが、彼女の言動により、御嬢さんを策略家に成らせ、そ
して先生に御嬢さんが自分に対する裏切りを感じさせてしまうのではないかと思われる。
図 328 図 329
図 330








御嬢さんの無意識による策略を強調している 1973 年版と異なり、2012 年版では、先生
と K の異なった視点に焦点が当てられている。小説における K はすべて先生の視点から観
察、あるいは感じた K であるため、2012 年版は K 自身の視点が加えられた点で小説版と異
なっている。













先生が家に戻った後、K の部屋から K と御嬢さんの声が聞こえてくる。先生が K の部屋の
襖を開けると、御嬢さんが中から慌てて出てくる。それを見た先生は K に事情を聞く。図
333 が示したように、ハイアングルかつ開いた構図で K を見下ろしている先生の肩だけを
撮る。K が御嬢さんに何か悪いことをしたと推測した先生は、自ら K の部屋、即ち、K の空
間に侵入し、K を咎めるような圧迫感が表されている。
265 前掲 畑有三「心」『漱石作品論集成第十巻 こころ』、p.63
186
それに対して K の視点では、図 332 が示したように、図 331 とグラフィックの類似で、


























「策略家」の御嬢さんと同じ 2012 年版の奥さんの「策略家」の立場を、先生と K との二
人の視点から描き出す。まず先生の視点では、先生は K に御嬢さんへの恋心を打ち明けら
187











ついて K を騙す。図 338 が示したように、二人はフレームの左右に配置されているが、奥
さんのほうが K より高い位置にいて、K を圧迫するような構図が描かれている。つまり、
御嬢さんだけではなく K をもコントロールしようとする奥さんの姿勢が分かる。いずれの
視点にせよ、奥さんの「策略家」である立場を裏付けていると思われる。
図 331 図 332
図 333 図 334
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図 335 図 336












上述の分析では、K が家に住み込んでから、原作と同じように先生が嫉妬を表す 1955 年
版で、先生と梶に対した異なった扱いをする奥さんの策略に注目した。1973 年版では、奥
さんの存在感が薄くなり、先生の S と御嬢さんへの猜疑い及び御嬢さんの支配力を強調し








































図 343 図 344
K が死んだ後―喪失感が漂う夫婦関係（2012 年版）































266 国武雅子「戦後女性運動の起点―市川房枝 を中心に」『人間文化研究 』1、長崎純心大学、長崎純
心大学短期大学部、2003、p.4、「市川房枝を委員長とする戦後対策婦人委員会の政治委員会を中心に、
参政権運動のための新しい婦人団体として、11 月 3 日「新日本婦人同盟」が結成される。」





























268 家族研究部会「戦後における家族の実態」『社会学評論』7 巻 3-4 号、日本社会学会、1957、p.127
269 前掲書、p.135
270 厚生省『厚生白書平成 8 年』日本点字図書館、1997、p.6























































































Overcoming Their Hurtful Legacy and Reclaiming Your Life（1989）の中で初めて使わ
れ、 1999 年に玉置悟によって『毒になる親―一生苦しむ子供』に翻訳され、日本に紹介
された。「毒親」288とは、「子供の人生を支配」し、「子供に害悪を及ぼす親」のことで



















































「派出婦」から始まる。第二次世界大戦後、1947 年（昭和 22 年）に施行された職業安定

























































































































































































































































































『漱石研究第 3 号 漱石とセクシャリティ』翰林書房、1994
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